
































業種 地域 内容 目的
造船 因島地域 ・尾道市 因島技術セ ンターの設置
造船技能の伝承 と造船関連技
術者の育成
アパ レル 関西地域 ・大阪市
協 同親合関西 ファ ッション連 人材育成，人 材の発掘をは‾じ‾





ものづ くり 福 島地域








































































































































































































































主　 体 新潟清酒協会 （関連 4団体）
対　 象 新潟県内の酒造企業に通年雇用されている35歳以
下の従業員 （企業主の推薦要）
期　 間 3年間 （1年17日程度）



























































































































































































































































































































































Prospect for a new concept”，Academy qf－ManT
αgeme融1k壷叫Vol．27，No．1，pp．17－40．













Networks and Knowledge Transfer”，Academy qf
朋加叫が郡部は月加壷叫Vol．30，No．1，pp．146－165．
Kim，W．C．，and R．Mauborgne（2005）‘Blue Ocean
Strategy：How To Create Uncontested Market
Space‾And Make The ColnpetitionIrrelevant，，























market failure nor customerlgnOranCe：the orT




‘Cultivating Communities of Practice：A Guide to
Managlng Knowledge’，Harvard Business School
＿Press．（野村恭彦監修，野中郁次郎解説，梗井祐子訳
『コミュニティ・オブ・プラクティスーナレッジ社会
の新たな知識形態の実践』，翔泳杜，2002年）
［註】
1　図表1に示した取り組み以外にも，各地において地域
活性化を目的とした取り組みが行われている。たとえば，
中小企業金融公庫編（2007）では，北海道苫小牧，秋田
県秋田，岩手県宮古・下閉伊，岩手県北上川流域，栃木
県東部，東京都葛飾，長野県飯田，島根県東部の8地域
の事例が扱われている。
2　伝統的な嗜好品であり，食文化の一翼を担う清酒への
関心の高さを反映し，清酒にまつわる書籍は多い（坂口
1957［文庫版2007］；秋山1994；篠田1999など）。また，
特定地域の酒づくりやある時代以降の酒造業の形成過程
を論じたもの（上村1989；篠田1989；藤原1999；青木
2003など）や，清酒の品質向上，製造方法の改良等に従
事する立場から酒づくりを論じたもの（上原2002；蓮尾
2004など）の蓄樽もある。本稿がなるにあたっては，こ
れらの研究からも示唆を得ている。
3　清酒学校卒業生のうち，現在も新潟県内の酒造メーカー
に在職しているのは約90％に達している。また，新潟地
域では技能士資格の取得も積極的に勧めており，平成16
年段階で，卒業生のなかから，酒造技能士1級取得者が
63名二‾酒造技能士2級取得者が96名う‾まれている。
4　内容は清酒学校の授業，合宿講義における参与的観察，
および平成17年度に行った越後杜氏2名，卒業生杜氏3
名への聞き取り調査によっている。
